



































えつつ、わが国の伝統的な習俗社会 としての村落共同体が有 していた人間形成的機能を探究 し
てきた最も代表的な研究者 として、民俗学者 ・宮本常一(1907-81)の名を挙げることができ
る。






















(昭和3)年4月 には母校天王寺師範学校の専攻科(地 理学)に 再入学。この専攻科時代に、
雑誌 『旅 と伝説』に連載された柳田の論文を読み、民間伝承の研究に強い興味を覚える。充実
した学生生活を続け、専門的な研鑛 も積み重ね、翌年4月 には、希望に胸をふ くらませて泉南
郡の他の小学校に赴任。新任教師 として情熱を持って子 どもたちの教育に取 り組むが、それと
並行 して、民俗学的な ものへの関心をも深めつつ、郷里の民間伝承について執筆 ・投稿 し始め、
それ らが 「周防大島」な どの題名で 『旅 と伝説』の昭和5年1月 号から掲載されるようになる。
生涯の道、民俗学 との実質的なかかわり合いの始まりであった。しか し、まさにそのような時、








本が中心になって、民俗研究の仲間 と共に謄写版刷 りの同人誌 『口承文学』を発行 し、1934(昭
和9)年9月 には京都大学の講義に来た柳田国男 と初めて会って生涯の師 と定め、これが機縁
となって、大阪在住の同学の人々と大阪民俗談話会(後 の近畿民俗学会)を 結成 して研究活動
を開始 した。さらに翌年8月 には民俗研究者の全国的連絡機関 としての 「民間伝承の会」の設
立に参画 し、また同年10月には大阪民俗談話会に出席のため来阪 した渋沢敬三(1896-1963)
との面識を得、生涯にわたって師事することになる。宮本が著作のなかで常に 「先生」を付け
て書 くのは、柳田国男 と渋沢敬三の二人だけである。この年の12月に満28歳で結婚。 この時期
における異色の成果としては、最後に勤務 した取石小学校の担任クラス(宮 本学級)の6年 生














業をするつもりで家族を連れて大島に帰郷する。 しか し、翌月早々から、農隙を利用 しつつ農







































思う。幼少の ときから十六歳まで、百姓 として生きてゆ く技術 と心得のようなものを祖父母や
父母から、日常生活の中で教え られた。そ してその後の私の生活は幼少の ときの親身の人たち
から教えられたことの延長 として存在 しているように思う。民俗学 という学問は体験の学問で
あ り、実践の学問であると思っているが、それは幼少時の生活のあ り方にかかわるところが多




ねばならぬこととして、また一つの物語 として身につけさせ られたのである。そ してその延長
の上に今 も生きつづけている。自分でなぜこんなことを考えるようになったのか、なぜこんな
生き方を しなければな らなかったのか と思うことが多いが、それらのもとになっているものは
幼少時の家族 とともにすごした生活体験である。それは強烈であり深 く身内に沈澱 していった。
その多 くが今 も記憶の中に生きていることによって反省させ られるのである。 しかもその体験
が、私が民俗学徒の一人 として世間か ら評価されるようになった素因になっていると思う。私



















　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　











の民俗学者に向けての素地ができていた ともいえる。 しか し、彼が 「伝説や昔話を学問として
研究する方法のあること知ったのは、20歳のころ」であ り、大阪でそのような話題におよんだ
とき、「友の一人が、『そういうことは学問的に研究すると面白い、それには柳田国男 という人









研究への関心は深まってい くが、それはあくまでもディレッタン トとしてのそれであ り、当初
から決 して生涯の仕事にしようなどと考えたわけではなかった。
では、宮本の心を強 く駆 りたて、教職をも投げ うつ ような人生上の決断を促 した決定的な動
52
因はいったい何であったのだろうか。結論を先に していえば、教師としての教育実践 とそのな














宮本は、名著 『家郷の訓』の 「は じめに」のなかで、本書執筆の動機にかかわって次のよう
に述べている。「私が特に村里内における躾の ことについてのべて見たかったのは、かつて私







いを生 じ、それが教育効果を著 しく削いでいることを知ったのである。民俗学 という学問を、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
趣味 としてでな く痛切な必要感から学びはじめた動機はこの苦悩の解決にあったのだが、いつ
かその学問を教壇の上に生かすことは しな くて、教壇はすてて学問に専心するようになってし
まった。そういう動機 を省みても、このような書物を書 く責任は感 じたのである。」(傍点は引
用者)15)
宮本常一は、上の引用文に読みとられるような初発の動機から出発 して、民俗学の研究を始
めたのであるが、生涯の歩みのなかでその時々に要請 される諸課題に応 じて、 きわめて多種多











いあいだたえず摩擦 をおこしなが らおこなわれた ものである」16)と指摘 している。「学校教育
は国家の要望する教養を国民にうえつけることであったが、それは庶民自身がその子に要求す




間の激 しい対立を克服 したいと念願 していたが、そのためには後者の意味を捉え直 し、より深
く探究する必要があり、それゆえにこそ、近代以前の伝統的な習俗社会 としての村落共同体に
おける子育て(人 間形成)に 関する民俗学的な研究が不可欠だ、 と考えたのである。
宮本は、歴史の原動力 としての 「民衆のエネルギー」 という表現を好んで用いるが、人間の
社会を築 き、歴史をつ くってきた真の主体は、権力を持った治者階級ではな く、百姓ない し農
民を中心に した被治者層であ り、庶民や民衆や常民などと呼ばれる普通の人 々であって、 そ
の時々の社会を担ってきた彼 らの生産者 としてのす ぐれた技能と地に足のついた特有な賢さを
評価すべきであ り、 そのような人間的資質を代々継承 ・発展させてきた習俗社会における「子
育ての知恵」 ともいうべきものを重視すべきであると考えていたのである。
宮本は、第二次大戦直後の時期に、新 しい民主教育の建設を意識 しつつ、民俗学的な子 ども








が講ぜ られた」のだが、 しか し、明治時代 に入ってからは、「新 しい教育が学校 という形式に
よって子供の世界にのぞんだ。それは過去の社会にはなかったものであり、一種新 しく附加せ
られた形をとったものであるから、子供たちの生活は伝統を保持する村の生活 と新 しい知識を




























の者も気付き、母 もすてておけなくなって、心あた りをさがしたが、どこへ も来ないという。
もしものことがあってはならぬからとて、警防団の人に出てもらうことに して、家の近所
のお宮の森へ何十人 というほ どのものが、はい りこんでさが して くれた。そのほかのところ
へもみなさが しにいってもらったが、 どうしてもわからない。
九時すぎ子どもの父が所用先からもどって来た。ようすをきくと、姿をか くした動機は簡
単なのである。もうしばらくさが してみようと、あてもな く言 って見て海の方へも出て見た
がどうしようもない。家へかえると表の問の戸袋の隅のところからひ ょっこり出て来た。そ
こらあた りは何べんもさが したというが、誰 も気がつかなかった。
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子供にしてみると、家の者を少 し心配させてやろうとしてか くれたのだが、さわぎが大 き
くなって出られな くなって しまったのである。すっか り機会をな くしているところへ、父親
の声がきこえてきたので出て来た。
さっそ く探 して くれている人々にお礼を言い、また拡声放送機iで村へもお礼を言った。子
供がいたとわかると、探 しにいって くれた人々がもどってきて喜びの挨拶をしてい く。その
人たちの言葉をきいておどろいたのである。Aは山畑の小屋へ、Bは池や川のほとりを、C
は子どもの友だちの家を、Dは隣部落へという風に、子どもの行きは しないかと思われると












ら来てこの土地に住みついた人々である。 日ごろの交際は、古 くからの村人 と何のこだわ り
もなしにおこなわれており、通婚 もなされている。 しかし、こういうときには決 して捜査に


















に民俗学者 らしく、村人たちの共同体的な意志が地域の子 どもを支え育 くむ根源的な力である
と洞察 し、またそうであってほしいとの願いを表明している。
さて、習俗社会とは、このような村落共同体的なもの(共通の集団的意志や社会的規範など)
によって律せ られている社会であ り、社会規範 としての伝統的な風俗や慣習が支配的であるよ




すなわち、「無字社会」 として存続 してきた、 とされる23)。ただ し、これは 「無文字社会」 と
いう呼称の方がより一般的であろう。 したがって、習俗社会は、歴史的にみれば、無文字社会
として、弥生時代の農耕社会には明確な原型をもち、古代、中世を経て、江戸時代までの村落
共同体 としていわば純粋な形で存続してきたのであるが、明治期に入 り、国民の多 くが次第に
文字文化を身につけるようになっても、ほとんどの村落においては、大正期まではもとより、
昭和も第二次大戦の終結まではその実質的性格がかな りの程度保持されてきたといえるのであ









民俗調査に基づ き、「日本人の一生が現実にはどのように くみたて られており、その生活の中
に古い習俗がどのように生き、またその生活の支えになり、習俗そのものもどのように変貌 し
つつあるかを見よう」24)と意図して執筆された 『日本の子供たち』を用いることにしよう。
まず子 どもの成長 と発達 という時系列に沿って考えてみると、個体の生命の歴史は生物学的
には受精の瞬間に始まるわけであるが、母胎内にいる間の最 も重要な習俗的行事は、妊娠5か














て 「名っけは子が生まれて三 日目か五 日目であった。名はたいていその家の者がつける。名前




嫁の親の家からは一斗ほ どの小豆飯と酒一升 を持 って来る。これをミチノカザリと言った。産
婆はこの時一番上座に坐らせられる」27)と報告 している。





して、新 しい生命 としての子どもが共同体の神である氏神の加護の もとに、村落共同体への加

















れにせよ、血縁や地縁の共同体に属する多 くの人々が一人の子 どもの健やかな成長 と発達を願
って祈 りを込めて力を合わせようとした行為なのだ と解釈できるからである。
さていよいよ、子 ども時代の最大の祝い事である 「誕生祝」である。 とりわけ乳児死亡率の
高かった時代においては、子 どもが生後1年 間の最も危険な時期を無事に過ごし成育したこと
への大 きな喜び と、またさらなる成長への期待がそこに込められていたのであろう。「誕生祝
には、各地方 とも餅をつき、子供のために、いままで見舞品を くれた り、祝儀を くれた りした
家へ くば り、また親戚や親 しい人をまねいてご馳走する。」34)宮本は、「満一歳 というと、成
育のよい子なら、あるきはじめている」ので、「誕生祝をアルキ祝 とよび、近親者をまねいて
酒宴をおこなう」地方 もあると述べているが35)、それはまさに直立二足歩行 という、種 として




それが小児の身につ き、健康で力強い子供になると信 じられたのであろう」 と推定 している
36)。さらには、「またこの日、子供のまえに物指 ・そろばん ・筆な どをおいて とらせて見 る風
習が九州各地にある。その とるものによって、子供の将来が、 どんなになってゆ くかを予見 し
ようとしたのである。筆をとれば学問ができ、そろばんをとれば商売に向くというように考え
たのである」 という習俗 を紹介 しているが、37)誕生までの成長の達成を祝うだけではな く、
将来の発達を見越 して、象徴的にせよ職業的進路の主体的な選択までをも占うという点で、興
味深い。
「生後満一力年の誕生祝から青年になる元服祝までの間に三歳 ・五歳 ・七歳 ・一〇歳 ・一三
歳 と、いろいろの行事があるが、 これは全国各地でかな り濃淡がある」38)との書き出しで、
宮本はとりわけ今 日も 「七 ・五 ・三」 として祝われている習俗の原型やその展開について解説
している。それによると、もともと子 どもの頭髪の結い方や着物の着方の年齢的変化に対応 し
て成長の節 目を祝ったのであ り、カミタテ(髪立て)や カミオキ(髪 置)、ヒモオ トシ(紐 落
し)や帯むすび、袴着などの祝いが原型であるが、 とりわけ7歳 という年齢は幼児期から児童
期(少 年少女期)へ の移行期であ り、当然ながら数え年だから、「明治になってから、 この年
齢が子供たちの小学校へ入学する時期 とされるようになるのだが、生理的にも大きな境 目であ
った」としつつ、本書執筆時の状況については、「三歳 ・五歳 ・七歳の祝は、今 日都会を中心
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継承されたものであるが、次第に民衆層(庶 民社会)に おいても模倣され、定着していった と
されている。宮本によれば、「元服はもと一五歳がふつうであった」が、この儀式には、仮親
として 「元服親」ないし 「エボシ親」 として 「実の親以外に有力な人を、または親戚の人をた
のんだ」 とされている43もエボシは烏帽子であり、古い時代の元服には烏帽子を初めて冠する
儀式が行なわれたが、それをかぶ らせる人をエボシ親 と呼んだなごりである。女子の場合は、
対応する仮親 として 「カネ親」や 「フデ親」などをとり、儀式名は示されていないが、「この





















まず第一に、共食(共 同飲食)の 習俗について考えてみよう。すでに見てきたように、ハ レ
の日としての産育の行事においては、子どもの成長を願いかつ祝 うために、家族、親類、隣人
















命名の時の 「名前親」ない し 「名付親」、子が虚弱であった り、親が厄年であった りした場合
に、道などにわざと捨てた形にしてあ らか じめ頼んでおいた人に拾ってもらうという「拾い親」
などから、成人時の 「元服親」や 「エボシ親」、「カネ親」や 「フデ親」などまで、一人の子 ど
もの成育期には、その健やかな成長を祈念 して、実の親以外に仮の親を用意する風習が 日本の
習俗社会には古 くから存在 していたようである。 このような仮親の習俗は、乳幼児の死亡率が
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高 く、一人の子 どもが無事に育つことの困難な時代 において、「万人の合力があれば、かなら
ず人は丈夫に育つ」49)という根本思想に支えられたものであり、切実な子育ての願いにもと
つ く、民衆の知恵の結晶ともいうべきもので もあった と思われる。関連するもの として、宮本
の次のような見解 も考量すべき内容を含んでいるだろう。「この世に生まれ出、生存をゆるさ
れたものは、多 くの人びとの力によって一人前になってゆ くもの と考えた。すなわち幼児は公
有されて初めてその生命の全きを得ると考えた。よく両親の愛情のみをもって しては、それが
いかに深いものであっても、 どこかに不幸の入 り込む隙があったのである。 しか もか くのごと
く、子を共有せしめる社会は村落社会であった。……子供に対する親の倫理は決 して子を独占
してよしとするようなものではなく、子を愛 しつつ、たえず社会へ社会へ と押 し出 して行った
のが過去の庶民社会の大きな伝統であった とも言える。」50)さらに彼は、「親は子を社会人 と
して一人まえにするために、できるだけ子の教育を世人にまかせようとした」51)という視点
から、とくに 「よき村人」の育成 という課題 と関連させて、より積極的に次のような知見を提
・示 している。「十五歳ごろになると、若者組だけでな く親方をとる風習も各地にみ られた。実


















の基礎を築きあげてい くといってよい。 さまざまな運動能力、感覚 ・知覚能力、認識 ・思考能
力、言語能力を中核に したコミュニケーシ ョン能力などを習得 しつつ、 これ らの諸能力を統轄
62
する主体としての人格を発達 させてい く。児童期(学 童期)に 達 し、学校における組織的な学
習活動に取 り組むようになってからも、遊び活動は子 どもの生活の重要な部分であ りつづける







出る。真砂にま じって美 しい貝殻がいくつでもある。た くさん拾った貝殻をそれぞれに選 りわ
けて浜に小さい竈をつき、白砂を御飯に盛 り、海藻をおかずにしてヨバレゴ トが始まる。麺一
枚が座敷である。花嫁が出来たり花婿が出来た り、幼いなが らも何か大人に似た感情が動 く。
こうして五歳位までは女の子があそんでくれるのである。時たまに男の子の鬼ごと遊びの仲間
に入れてもらうと、カワラケと言って鬼につかまえられても鬼にならない存在 として、ただ見
習風に参加するにすぎない。それでも嬉 しくて、ヨチヨチ と走 りまわるのである。七歳の頃に
なるともう女の子 と遊ばな くなる。遊んでいると大 きい子にはや したて られるからである。」
54)
さらに宮本は、学齢期 に入ると 「子供の遊びは男の子 と女の子で違って来る」55)とした上
で、男女それぞれの遊びについて分けて説明している。まず男子の遊びとしては、「鬼ごと遊
ふや
び」(鬼ごっこ)が挙げられるが、これにも 「殖 し鬼(タ メオニ)」や 「二人鬼」があるとされ、
さらに 「軍艦水雷」や 「陣取」や 「ドングリ合戦」、盲鬼事 としての 「カクレゴ(か くれんぼ)」
で、「メエサン」 と 「中の中の小坊さんの系統のもの」の二通 り、「潮浴び」(海水浴)、上方で
ベッタといわれる 「パチソコ」(めんこ)、「独楽」、「根 ッ木」にやや似たあそびとしての 「メ




カチ(お はじき)」、「手毬」、「イッコ(お手玉)」、「お手合わせ」、「綾 とり」な どを挙げて解説
している56も
上に挙げた遊びには、特定の季節に主に行なわれるものも多いようであるが、た とえば潮浴
び(海 水浴)に ついては次のような記述がみ られる。「夏の間は大体鬼ごと遊びは少な くて潮
浴びが主であった。三つにもなれば海に入る。そ して初めは渚のあた りでば しゃば しゃやって
いるが、次には物につかまって足をばたばたさせて泳 ぐようにな り、さらに顔を水にっけて泳




里あまりも沖に出て漁船に助け られた もの もあった。海へ行 くことについて年寄 りはよく心配
した。私 も昼飯がすむ と、祖父 と一緒にかならず昼寝させられたものだが、こちらは祖父の眠
るのを待っていて、そっとぬけ出 しては海につかった。石垣一重で海に接 している村だけれど
も、それでいて海がこわ くて泳げない ものもあった。そういう子は金槌 といって笑われた。 と
ころが泳いだ り潜った りすることの上手な者は学校での成績はむ しろ悪い方に多 くて、村の中
ではこういう仲間が幅をきかした。」57)年齢に応 じた泳ぎの伎禰の発達、年長児からの援助指
導、大人の心配 とエスケープ、学校の世界 と学校外の遊びの世界の隔た り、学校の内外におけ
る価値序列の違いな ど、当時の村の子 どもたちの生活世界が活写 されていて興味深い。




多 く十歳まで くらいのものがやる。私たちはこの遊びをタメオニと言 っていた。 この時 も一種
の道義があって、小さいものはなるべ く初めに捉えないようにした。 もしそういうことをする
と、その者を皆でな じった。小さい子供が初めての鬼になると、大 きな子供がわざと捉えても
らって鬼にな り他の ものを捉えにかかる。 こういうことは一種の不文律になっていた。」58)こ
の遊びにおいて注目に値するのは、年少者に対する配慮 という点であろう。さらに 「鬼ごとの
すすんだ もの」 としての 「陣取」についての記述内容 も興味深い。「組が二つに分れる。そ し
てそれぞれ陣をきめる。家の柱 とか、立木 とかが選ばれる。そして自分の陣を出て行 く。陣を
早 く出た方が弱いのである。そこで相手の一人が陣から出ると、 こち らか ら出てこれを追いか









般に 「遊びはたのしいもの」であ り、それゆえに子 どもたちはそれに熱中するのであるが、 と
りわけ男の子たちの団体的な遊びについて、「それが子供たちの大切な社会的な訓練になった」
という点を高 く評価 している60)。さらに、「今子供たちのこの遊びを回顧 してみると、団体的




対 して、女の子たちの遊びは 「総 じて静的であり少数でするものが多かった。それだけに、こ
れによる団体的な訓練のなされることは少なかったが、やさしく美 しい心がやしなわれて行っ
た」 と評価 していることから明らかなように、主に当時の社会が求めている女性像にも合致 し
た情操的な面の形成に遊びの人間形成的な意味を見いだしていたと思われる。
子 どもの遊びは各自の欲求に基づく自発的な生命活動である。 しかもその多 くが仲間集団に
よる遊びであった状況では、子 どもたちは時に生 じる各自の欲求のぶつか り合いを賢 く調整す
ることによってのみ、彼 らの遊びを楽 しく持続させ発展させることができたのである。大田尭
は、 自分の幼少年時代の体験を回顧 しつつ、 とりわけ異年齢集団による遊びの意義について、
「仲間はずれになった り、けんかをした り、仲直 りをした り、そういう中で人 と人 とのつき合
　 　
いの手心が獲得されて きました。人間になるためにどうしても身につけなければならない能力
が仲間 との遊びの中で獲得されていったのです」62)と述べている。まさに 「他人 とつき合う
手心」としての 「社会的行動能力」63)が集団的な遊びのなかで形成されたのであるが、それ
こそが社会的動物である人間にとって不可欠な基本的能力だ と言えるものなのである。遊びの
人間形成的機能についてのこのような大田の見解 と、集団遊びが 「社会的訓練」ない し 「団体















題領域である子 どもの 「労働」について考察 してい くことにしよう。
習俗社会における子 どもの生活のなかで重要な位置を占める 「労働」の問題を考えるに当た
って、いわばその前提 として、「しっけ(躾)」の問題 について正しく理解 してお く必要がある
であろう。










あり、村落の集団生活を律する 「村の道徳律」 ともいうべき社会規範 としての習俗が生み出さ
れ、定着 していく。そしてこのような社会規範や生活技術は、ほ とん どの人が文字を解さない
無文字社会 としての村落においては、 口承により、すなわち話 し言葉による伝承のかたちで次





ならない。 しか も文字をもたない世界では、それをまず言葉 として学び、さらにフォームとし






加えている。「物の理をといて不合理な ものを排除して知識を深めてゆ く今 日の教育 とは、お
よそちがったものであるが、こうした実践を通 して生 き方を一つの型 として身につけてゆ くこ
とをシッケ といった。『躾』 と書いたが、これは中国にはない字で、 日本でっ くられたのであ
る。つまり日本の庶民社会におけるシツケという感覚は、中国の文字をもつ社会にはなかった
のであろう。シツケがよいというのは、その社会における共通感覚を身につけ、動作の上にそ
つのないことである。着物を縫ったあと、キチンと折 り目をつけ、縫い くずれ しないように上





























草刈 り・草とり・たきぎとり・麦踏み ・くれ打ちなどは、多 く子供の仕事 とされていた。また












けるさまざまな一人前を統合 したものとしての 「村人 として一人まえになること」を 「二十歳
までには完成 して」おくべき青年期の発達課題 として提示 しているが71)、このような社会的人
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の執筆の意図 と目的について触れ、対象である 「家郷のことをどういう角度から取 りあげて書
いてみようかと考え」て、「躾 という面か らこれをまとめてみようと思いついた」 と述べてい
る点にも、端的に表わされているといえるだろう72)。しかも宮本は、本書を 「私自身の幼少時
よりの体験を通 じてまとめようとした」 とも述べ、それ らによって、「いかに古 くからの伝承
がうけつがれて来、いかに新 しいものを受け入れてゆきっっあるかを明らかにし、また家にお
ける祖父母 ・父母の、それぞれ子女に対 しての躾の上の位置、郷党 との関係をも明らかに しよ
うとした」 と記 しているが73)、このことからも、いかに包括的なしつけ概念の視点から彼が本
書全体の執筆を構想 していたかがうかがわれる。
































ようであるが、6歳 の暮れに、大工であった外祖父が小さなオイコを作って くれ、7歳 の時の
旧暦1月 に、初めてそのオイコを背負って母親について山へいったのが 「私の仕事の初めであ
った」 と回想 している78)。さらに、この時期の ことを次のように述べている。「どこの家でも
















シャであった。所作 とで も書 くべきであろう。姿勢 とか態度 とかいうようなことを意味するの
である。ショシャのよくないことはショウネ(性 根)が その仕事に入っていない証拠である。
『ショウネのすわっていない者 くらいショシャの悪いものはない』 と父はよく言っていた。そ
うして 『男は仕事に惚れな くてはいかん』 とも言われた。」80)





田植がすむ と草 とりが始まる。田の草はタスリというもので稲の株間を押 して行 く。他の地方
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るのであるが、こうすると畝起 しが楽である。畝起 しがすんで二、三 日たつ と土塊はかわいて
くる。するとこれをクレ打ちで打つ。クレ打ち というのは柄の長い木槌で、これで大きな土塊
を くだ くのである。株切にもクレ打ちにも手にマメができてヒリヒリする。手がいた くて手ば
か か し




る。 こういうことがいちいちやかましくいわれるのは、結局よい姿勢が最 も能率的であ り、仕





















かえって手をきるのだ。』 と言った。 しっか りと握ると手をきるように思えてならなかったけ
れ ども、体験から出た言葉はいつも真理であった。r手がきれてもかまわん気で握ってみい。』
と言われると、父が無情に思えてうらめしかった。 しかし少 し深い疵をすれば煙草をつけて手






た自然に対する深い認識であ り、それに裏打ちされた、農を支える根本思想 としての 「百姓の
知恵」 ともい うべきものであった、 ということである。それは次のような 「土」をめ ぐるエピ
ソー ドに端的に表現されている。「鍬についている土を手で とっているのを見つけられるとか
へら
な らず叱 られた。『手が荒れるに……分 らんのか。』 という。土はやむをない場合の外木の片か
何かでお とすべきものであった。土は作物を育成 し、われわれによき食物をあたえて くれる母
であったけれ ども、同時に恐るべき力を持っている。土の中にいると手足を荒らし、かつ身が
疲れるという。……今も昔も田に働 く人たちの手足はいた く荒れたのである。時にはその傷か












営んできた農民(百姓)の 実践知が込められてお り、プラスとマイナスの両面を含む 「土」の
もつ根本的な特性や法則性への深い知恵が示されているように思われる。
さて、以上のように して、子どもは15・6歳ころまでに農作業の基本技術を体得 してい くので
あるが、それと共に、生産者 として生 きてい く本源的な自信をも身につけてい く。それは同時
に、日常生活における父や母からの躾を通 して、人間として、百姓 として、 よき村人 として賢




本論においては、わが国の伝統的な習俗社会における子育て としての教育(人 間形成)の 実
態 とそれを支える思想の内実を明らかにするために、宮本常一の民俗学的知見の検討を中心に





に父母によって一人前の百姓 となるべく育てあげ られた。青年期に出郷 し、大阪の師範学校で
学び、昭和初期に小学校の教師 となるが、子 どもたちの教育に取 り組むなかで、学校での教育
と家庭や地域社会における教育 とのギ ャヅプに気づき、それに苦悩 した体験を一つの重要な契
機にして、民俗学研究への道を歩み始めた。彼はこの初発の動機を大切にしつつ、民俗学者 と
しての独 自な立場から教育の問題領域においても貴重な発言をしつづけていったのである。
わが国の伝統的な習俗社会は無文字社会 としての農耕社会を原型に して成立 し存続 してき
た。習俗や文化の伝達 としての教育は、そこにおいては、口承(口 頭伝承)、すなわち、話 し




宮本は、上の事実に着 目して不朽の名著r家 郷の訓』を執筆 したが、それは出色の生活誌で
あると共に異色の教育論でもあった。子 どもと教育の問題 に関 して、彼はほかにもい くつかの
著書や論文を発表 しているが、それらのなかで村落共同体における子育ての習俗を広 く探究








の知見を 「古 きよき時代」へのノスタルジアとして受け取るのではな く、現代に生きる変革の




り得 る理論的構造は基本的にどのような ものであろうか。これは困難ではあるけれ ども、考究
する価値のある当面の大きな課題の一つであろう。



























の1965年に 『瀬戸内海の研究1』 と題 して未来社から公刊された。
4)両者とも未来社から出版。(後者は6年後の1966年に、その間に発表 された論文集である 『日本の離
島2』 と共に 『日本の離島1』 として再刊。)なお両老共に未来社の著作集に第10巻・第4巻 として
再録。さらに前者は岩波文庫版(1984年刊)と しても入手可能。
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